令和　　年　　月　　日


一般財団法人環境優良車普及機構
会　長　　岩　村　　敬　　殿

申請者

住所

氏名又は名称

及び代表者氏名　　　　　　　　　　　　　　印

貨物自動車用ドライブレコーダ　選定申請書

貨物自動車用ドライブレコーダの選定を受けたいので、「貨物自動車用ドライブレコーダ選定ガイドライン規程」に記載の事項に同意の上、下記の通り申請します。
記

１．申請者
	ふりがな
	

	会社名
	

	ふりがな
	

	代表者役職･氏名
	

	住　所
	〒



	設立年月日

（事業開始年月日)
	

	資本金
	

	年間売上高
	

	主な取引先
	

	従業員数
	


注　会社概要パンフレットがある場合は添付すること。

２．申請者連絡先（連絡担当窓口)

	ふりがな
	

	担当者氏名
	

	所属･役職
	

	会社名
	

	住　所
	〒


	ＴＥＬ
	

	ＦＡＸ
	

	電子メール
	


３．申請型式数と審査手数料

	　
	　審査手数料　　　　　申請型式数　　　　　　合計金額

	合計審査手数料
	29,700円　×　　　　　型式　＝　　　　　　　　　　円


注　①審査手数料は本規程９．審査手数料規定による
②貨物自動車用ドライブレコーダ選定申請書提出時には上記金額の振込を証明する証拠書類の写しを添付すること
３.申請型式
申請型式数　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（通し番号　　　／　　　)

（複数型式申請の場合、第２の型式以降は通し番号を記入)

	分　類
（○をつける)
	（　　　)　簡易型
（　　　)　標準型

（　　　)　運行管理連携型

（　　　)　スマートフォン活用型

	申請品の

名　　称
	

	型　　式
	

	運転者用
カメラの分類
（○をつける）
カメラ別売の場合はカメラ型式番号を記載
	（　　　） 該当なし
（　　　） レベルⅠ：カメラ別売の場合はカメラ型式番号を記載
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（　　　)　レベルⅡ：カメラ別売の場合はカメラ型式番号を記載
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（　　　)　レベルⅢ：カメラ別売の場合はカメラ型式番号を記載
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	添付書類
（○をつける)
	１. 申請書
（様式1-1，1-2）

２. 申請型式（製品情報･仕様概要、写真他）（様式2-1,2-2,2-3,2-4,2-5）

３. 取付･取扱概要
（様式3）

４. 品質保証及び品質管理基準概要
（様式4）

５. 申請するドライブレコーダの主な仕様　 （様式5）
６. 選定申請総括表                    　 （様式6）
７. その他
（様式自由（必要時のみ)）


注　複数型式を申請する場合は、様式２～４を型式数分添付すること。

但し、重複する添付書類は省略できるものとする。
※以下は機構が記入する

	現　品※
	現品の提示　　　　　　　　有　／　無

デモンストレーション　　　有　／　無

	手数料※
	申請･審査手数料の納入　有　／　無

	承

認
	※
	受

付
	※　　　　
	受付

番号
	※



製 品 情 報 ・ 仕 様 概 要
（通し番号　　　／　　　)（複数型式申請の場合記入)
	申請品の名称
	

	型　　　　式
	

	【製品情報･仕様】

【参考販売価格（本体価格並びに取付費用等）】

【その他必要事項】




注　１．本様式で記入し難い場合は、様式自由にて別添とすること。

２．必要に応じ概観図、構造図、パンフレット、仕様書等を添付すること。

製　品　写　真

（通し番号　　　／　　　)（複数型式申請の場合記入)

	申請品の名称
	

	型　　　　式
	

	【製品写真】




注　製品の概要が分かるよう、主たる部分の概観写真（枚数自由）を貼り付けること。
貨物自動車用ドライブレコーダ選定ガイドライン対応表

（通し番号　　　／　　　)（複数型式申請の場合記入)
	　
	ガイドラインの分類（参考）※
	申請者が記入

	項　　目
	内　　容
	簡易型
	標準型
	運行管理
連携型
	スマート

フォン
活用型
	○を
記入
	対応状況を記入

	機　器
機　能
	年月日･時刻
	事故･ﾋﾔﾘﾊｯﾄ等発生年月日･時刻記録
	年月日･時刻情報の正確な取得及び記録が可能であること。
	○
	○
	○
	○
	
	

	
	事故･ﾋﾔﾘﾊｯﾄ時の車両速度
	パルス方式による計測
	車速センサによって車両速度パルスを検出し記録できる方式とし、サンプリングは２データ以上/秒とする。記録時間は前方映像と同一とする。
	　
	○
	○
	△
	
	

	
	
	GPS方式による計測
	GPSによる車両速度の計測及び記録機能を有すること。記録時間は前方映像と同一とする。
	○
	　
	　
	
	
	

	
	事故ﾋﾔﾘﾊｯﾄ位置情報
	GPSによる記録
	GPSによる測位及び記録機能を有すること。
	　
	　
	　
	○
	
	

	
	加速度センサー情報
	加速度センサーの
トリガーレベルの調整
	事故等発生時までの車両挙動及び状況を把握するための加速度センサーが取りつけられ、トリガーにより車両加速度が記録できること。加速度センサーは、トリガーレベルの調節が可能なこと。
	○
	○
	○
	○
	
	

	
	
	加速度記録
	計測、記録される加速度は、少なくともX軸及びY軸とし、計測時間及びサンプリングは前方映像と同一とする。
	○
	○
	○
	○
	
	

	
	
	トリガー回数
	トリガー回数が記録できること。
	○
	○
	○
	○
	
	

	
	事故･ﾋﾔﾘﾊｯﾄ時前方映像
	トリガー記録型
	前方映像の記録方式は、ドライブレコーダのトリガーにより記録（トリガー記録型）またはトリガー記録型と常時記録型との併用型とする。但し、常時記録される前方映像も他項目で規定する仕様を満足すること。
	△
	△
	△
	　
	
	

	
	
	トリガー+常時記録型
	
	
	
	
	　
	
	

	
	トリガー前後の前方映像
	事故･ﾋﾔﾘﾊｯﾄ前後の前方映像等の記録
	トリガーの前後におけるヒヤリ･ハット、事故等の前方映像の記録が適切に行えること。
	○
	○
	○
	　
	
	

	
	
	
	トリガーの前後におけるヒヤリ･ハット、事故等の前方映像を通信機器を介し、事務所等に適切に送信可能であること。
	　
	　
	　
	○
	
	

	
	事故･ﾋﾔﾘﾊｯﾄ時の前方映像の撮影能力
	撮影画角
	概ね水平90°以上、概ね垂直80°以上の画角において前方映像の撮影及び記録が可能であること。
	○
	○
	○
	○
	
	

	
	
	前方映像の鮮明度
	一般的な貨物自動車の運行において、信号の色の識別が可能なこと。
	○
	○
	○
	○
	
	

	
	
	フレームレート
	10フレーム／秒以上のフレームレートが確保できること。
	○
	○
	○
	○
	
	

	
	電　源
	取得方法
	前方映像の記録を確実に行うため、車両運行時に確実にドライブレコーダの電源の確保が保証される構造とすること。
	○
	○
	○
	○
	
	

	活　用
機　能
	表示機能
	画像等の印刷
	安全教育資料として活用するため、記録された前方映像、収集情報等の出力が可能であること。
	○
	○
	○
	○
	
	

	
	
	地図上イベント表示
	事故･危険挙動、ヒヤリハット情報が地図上に表示可能であること。
	　
	　
	　
	○
	
	

	
	運行管理機能
	運転日報等の出力
	運転者の乗務内容等を記録、出力する機能を持つこと。
	　
	　
	△
	　
	
	

	
	デジタル式運行記録計との連携機能
	デジタル式運行記録計との連携による活用
	国土交通大臣によるデジタル式運行記録計（第Ⅱ編）又は（第Ⅲ編）の型式指定を受けている機器へ前方映像記録を転送あるいは利用可能であり、そのソフト上で当該ドライブレコーダの前方映像を活用する機能を有すること。
	　
	　
	
	　
	
	

	
	分析機能
	車両挙動分析による運転指導
	方向指示器操作信号、ブレーキ操作信号あるいは車内音声記録等により車両運転指導への活用が可能であること。
	　
	　
	
	　
	
	

	
	
	ヒヤリ･ハット等の原因分析による活用
	解析ソフトなどを介して、記録媒体に記録されたデータから危険挙動運転等の原因を分析し、評価できること。
	　
	　
	○
	○
	
	

	メー
カー等
	サポート体制
	ドライブレコーダを使用、活用するためのメーカー/販売会社のサポート体制の充実度
	ドライブレコーダを製作又は販売するものは、使用者に対し取り付け、取り扱い及び活用等に関するサポートを行う体制があること。
	○
	○
	○
	○
	
	

	
	
	
	ドライブレコーダを製作又は販売するものは、機器の不具合等に対する修理体制があること。
	○
	○
	○
	○
	
	

	
	耐久信頼性/品質
	耐久試験、
電圧試験結果等
	自動車用として使用する環境で十分な耐久信頼性を有し、社内の品質基準において確認試験等が実施された機器であること。
	○
	○
	○
	○
	
	

	
	保証等
	製品保証期間、
部品保存等
	販売する機器には、製作又は販売会社による保証期間及び部品保存期間が定められていること。
	○
	○
	○
	○
	
	


注）※：「ガイドラインの分類（参考）」の「△」に意味はいずれかに該当するという意味

貨物自動車用ドライブレコーダ選定ガイドライン対応表
運転者用カメラの選定基準
	
	運転者用カメラ
の性能要件
	申請者が記入

	項　　目
	内　　容
	レベルⅠ
	レベルⅡ
	レベルⅢ
	〇を
記入
	対応状況を記入

	機器
機能
	運転者用カメラ
	①運転者挙動の映像記録
	運転者の挙動の映像記録が可能であること。
	○
	○
	○
	
	

	
	
	②変速装置操作の映像記録
	変速装置の操作の映像記録が可能であること。
	
	
	○
	
	

	
	
	③かじ取ハンドル操作の映像記録
	かじ取ハンドル操作の映像記録が可能であること。
	
	
	○
	
	

	
	
	④夜間の映像記録
	夜間の映像記録（指導監督等の実施に支障がない程度）が可能であること。
	○
	○
	○
	
	

	
	
	⑤映像記録頻度
	映像記録は0.2秒に1回以上であること。
	
	○
	○
	
	

	
	
	⑥録音記録
	音声の録音記録が可能なこと。
	○
	○
	○
	
	


取 付 ・ 取 扱 説 明 概 要
	申請品の名称
	

	型　　　　式
	

	【取付実施者、取付方法等】



	【取扱説明実施者、説明方法等】




注　１．本様式で記入し難い場合は、様式自由にて別添とすること。

２．取付説明書及び取扱説明書がある場合添付してもよい。

品質保証及び品質管理基準概要

	申請品の名称
	

	型　　　　式
	

	【自動車用機器としての耐久性、品質保証等の概要】



	【製品保証期間、部品保証期間等の概要】



	【社内品質管理基準等の概要】




注　１．本様式で記入し難い場合は、様式自由にて別添とすること。
（1/2)





（様式１-１）





（2/2)





（様式１-２）





（1/5)





（様式２-１）





（2/5)





（様式２-２）





（3/5)





（様式２-３）





（様式２-４）





（4/5)





（5/5)





（様式２-５）





（様式３）





（様式４）








